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留意事項
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 本資料では、全セクターの企業に関連する主要な変更点につい
て取り上げます。軽微な変更点やセクター固有質問での評価基
準の変更点については、こちらの資料をご確認ください。

リンク先の評価基準資料は、右上に表示される言語ボタン
より日本語に切り替えることも可能ですが、日本語版は最
新の情報を反映できていない場合がございます。公式な情
報としては英語版をご覧いただき、日本語版は補足情報と
してご活用ください。

 質問書のガイダンス及びスコアリング基準は、最新のベストプ
ラクティスの反映や、回答データの質の向上等を目的として、
開示サイクルの途中で更新される場合がございます

https://guidance.cdp.net/en/tags?cid=48&ctype=theme&gettags=0&idtype=ThemeID&incchild=1&microsite=1&otype=ScoringMethodology&page=1&tags=TAG-607&tgprompt=TG-124%2C
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スコアリングの概要
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スコアリング手法：カテゴリーと重み付け
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 スコアリングカテゴリーは、2023年の質問書モジュールのサブグループを意味
し、各質問書テーマに固有のものです。

 カテゴリーの意味合い：

 重要なデータポイントにフォーカスする

 企業スコアのより詳細な内訳を提供

 よくできた所と弱点をより明確にする

ウェイティング（重み付け）は、総合スコアにおける各カテゴリーの相対的な

重要性を反映しています。

ウェイティングは、マネジメントとリーダーシップのレベルにおいてのみ、各ス

コアリングカテゴリーにて適用されます。

セクター（分野）別質問書では、セクターごとに環境面の課題やその管理方法に

関して異なるため、各テーマのセクター種ごとに重み付けを変えています。



水セキュリティ質問書の
カテゴリーと重み付け
- 2023年の変更
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2023年 水セキュリティ 各カテゴリー
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カテゴリー

100％情報開示 変更

水会計

バリューチェーン・エンゲージメント

事業への影響

水リスク評価

水関連リスクの顕在化と対応

水関連機会

水の方針

ガバナンス

事業戦略

水質汚染の管理手順 変更

目標とゴール

検証

カテゴリー名を変更（旧「環境課題への統合的アプローチ」）。

従来の「状況」カテゴリーを「気候変動・フォレスト」と整合させるために
置き換え：W0.1（新しいL基準）とW0.6/aはこちらに位置付けられています
。
W1.2k、W1.4、W1.4aはここに位置付け

W1.5a、W1.5b、W1.5cはここに位置付け

W8.1aはここに位置付け（カテゴリー名も変更）



2023年 水セキュリティ 各カテゴリー
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シナリオ分析の質問
W7.3/aを「事業戦略」に

移しました。

2022 カテゴリ 質問

環境課題への統合的
アプローチ

W3.1 (FB/OG/EO/CH)

W3.1a (FB/OG/EU/CH)

W-MM3.2

W-MM3.2a

W-MM3.2b

W-MM3.2c

W7.3

W7.3a

2023 カテゴリ 質問

事業戦略

W7.1

W7.2

W7.3

W7.3a

W7.4

W7.5

2023 カテゴリ 質問

水質汚染の管理手順

W3.1

W3.1a

W-MM3.2/W-CO3.2

W-MM3.2a/W-CO3.2a

W-MM3.2b/W-CO3.2b

W-MM3.2c/W-CO3.2c

2022 カテゴリ 質問

事業戦略

W7.1

W7.2

W7.4

W7.5

2023年に全企業に
水質汚染の質問 W3.1/a

を設定



2023年 水セキュリティ ウェイティング
（一般セクター）

カテゴリー M ウェイト L ウェイト

100％情報開示 0% 2%

水会計 13% 13%

バリューチェーン・エンゲージメント 10→11% 10→12%

事業への影響 3% 3%

水リスク評価 12% 11%

水関連リスクの顕在化と対応 10→11% 10→12%

水関連機会 4% 4%

水の方針 8→7% 9→6%

ガバナンス 15→10% 15→9%

事業戦略 7% 7%

水質汚染の管理手順 3→7% 3→7%

目標 13% 13%

検証 2% 0%

これらの変更は、セクター別ウェ
イティングにも反映されています
が、バリューチェーンエンゲージ
メントや水質汚染管理手順など、
いくつかのカテゴリーがより強調

されています。

➢ CC＆F質問書との整合、またリー

ダーシップ基準評価の削除を反映さ
せるため、「ガバナンス」のカテゴ
リーのウェイトを大幅に引き下げ。

➢ 「水質汚染の管理手順」と「バリュ
ーチェーン・エンゲージメント」の
カテゴリーを新しい質問に合わせて
変更し、ウェイトを再配分。
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スコアリングアプローチの変更、

Aリスト基準
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質問レベルでの採点基準の変更 ：各レベルの期待に対する対応を反映させるため、
またはテーマ間の整合性を図るため。例：ガバナンスのカテゴリー

質問の追加、修正：水会計、目標やバリューチェーン・エンゲージメントの
カテゴリーなどの評価基準を新質問に合わせ修正。

報告の一貫性を高め、データの質を向上させるために、評価における質問間のクロ
スチェックを導入。例：W1.2j、W1.3、W6.3、W8.1a

1行目の回答の採点から、最良の行(回答)の採点に変更
例：W1.5d (2022 W1.4b), W1.5e, (2022 W1.4c), W6.2a, W6.3.

Aリスト要件として、企業が満たすべき追加の基準を設定。

スコアリングアプローチの変更点



2023 Aリスト基準（全質問書共通）

直近の合併や買収による除外は、報
告年度に発生し、次年度には含む予

定である必要があります。

➢ 最低限必要なLeadershipポイントを取得する

➢ 顕著な除外項目が存在しないこと（W0.6a）

➢ 質問回答の公開 （非公開の場合、最高スコアはBになります）

➢ CDP採点チームによるLeadership質問の人的チェックに合格

➢ CDPのレピュテーション（評判）リスクチェックに合格する

➢ CDPスコアリング運営委員会の承認を得る

➢ 金融サービス分野の企業は、以下の基準を満たすこと（気候変動質問書 C12.1、C-FS0.7）：

a.バンキング（銀行）または保険引受会社（保険会社）は、顧客との協働を報告してください。

b.投資（アセットオーナー）企業は、投資先との協働を報告してください。

c.投資（資産運用）会社は、顧客や投資先との協働を報告してください。

➢ 石油/ガス/石炭セクターの企業は、以下の条件を満たす必要があります：

a.ベストプラクティスに完全に沿った短期的な排出量目標を報告し、質問C4.1aまたはC4.1b（CDP

またはSBTiルート）で可能な最大リーダーシップポイントを獲得。

b.企業は、C-OG9.5a/C-CO9.5a に示すように、新規の探鉱や既存の油田・天然ガス田・炭鉱の拡張

に関与しないこと。

テーマ共通Aリスト要件：

FS、OG、COの
対象企業が

Water A-listになる
ためには、CCの
質問書でこれらの
項目を満たす必要
があります。



2023 Aリスト基準（水セキュリティ）

水セキュリティ固有のAリスト基準：

1. 質問W1.2にて、貴社のサイト/施設/事業所の76％以上が下記の側面について定期的に監視されている

ことを示すことにより、包括的な水会計を実証すること：

a.取水 - 総取水量

b.排水 - 総排水量

c.排水の質 -標準的排水基準

d.全従業員に適正に機能し、安全に管理されたWASH(水衛生)サービス

2. 質問W1.2dにて、水ストレスのある地域からの取水量が前年度と比較して少ないか安定的であること

を回答（水ストレスのある地域からの取水量を有する回答者のみに適用）。

3. 質問W1.5にて、水に関する問題について、サプライチェーンとの協働を表明していること。
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質問レベルの変更



@CDP15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100% Disclosure

Water accounting

Value chain engagement

Business Impacts

Water pollution management procedures

Water risk assessment

Water-related risks exposure

Water-related opportunities

Water Policy

Governance

Business Strategy

Targets

Verification

カテゴリー別変化率

2023年 スコアリングカテゴリー別の変化

(セクター別質問を除く)

新しい質問

モディファイドスコアリング

マイナーチェンジ

変更なし

2023年 スコアリングカテゴリー別の変化

100％情報開示
水会計

ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ・ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ
事業への影響

水質汚染の管理手順
水リスク評価

水関連ﾘｽｸの顕在化と対応
水に関する機会

水の方針
ガバナンス
事業戦略

目標
検証

新しい質問
スコアリング修正
軽微な変更
変更なし

「水質汚染の管理手順」、「水会計」、「バリューチェーン・エンゲージメント」、「目標」において変化大。



変化点 カテゴリー 質問

新規採点質問 水会計
バリューチェーン・エンゲージメント
水質汚染の管理手順
目標

W1.2k; W1.4; W1.4a

W1.5a; W1.5b; W1.5c

W3.1; W3.1a

W8.1a

重要項目に
関する変更

100％情報開示
水会計
バリューチェーン・エンゲージメント
事業への影響
水リスク評価
水関連リスクの顕在化と対応
水に関する機会
水の方針
ガバナンス
事業戦略
目標
検証

W0.1 

W1.1; W1.2; W-EU1.2a; W1.2b; W1.2d；
W1.5d

W2.1a; W2.2

W3.3a; W3.3b; W3.3c

W4.2; W4.2a

W4.3a

W6.1; W6.1a

W6.2a; W6.2b; W6.2c; W6.2d; W6.3; W6.4a

W7.5

W8.1; W8.1b; W8.1c

W9.1; W9.1a

軽微な変更 100％情報開示
水会計
バリューチェーン・エンゲージメント
水関連リスクの顕在化と対応
水に関する機会
水の方針
事業戦略
検証

W0.6a

W1.2h; W1.2i; W1.2j; W1.3; W5.1

W1.5e

W4.2b; W4.2c

W4.3b

W6.5a

W7.1; W7.3a

W5.1a

@CDP16

変更点の概要

新セクターAC(農業)とCO(石炭)には、
それぞれFBとMMの問題が出題され、
同じ手法で採点されることになります。
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モジュール0：イントロダクション

W0.6a



(W0.6a)除外される事項を報告してください。

重要(顕著)な除外項目

リーダーシップレベルの軽微な変更

リーダーシップ基準

最近の合併や買収による除外は、
報告年度に発生したもので、次
年度には含まれる予定である必

要があります。

ルートB）基準の更新

A-listの必須要件とも連動
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モジュール1：現在の状態
W1.2k

W1.4

W1.4a

W1.1

W1.2

W1.2b

W1.2d

W1.5

W1.5a

W1.5b

W1.5c

W1.5d



(W1.1) 貴社の事業の成功にとって、水質と水量の重要性（現在と将来）を評価して
ください。

マネジメント＆リーダーシップのスコアリングを削除

依存度について

W1.1は2023年のManagement ,

Leadershipレベルでは採点されません。

水会計の質問およびバリューチェーン・エン
ゲージメントの質問の両方について、

続く質問への質問従属性を削除しました。

➢ 情報開示と認識でポイント配分を変更し、新たな質問事項に重点を移す
（W1.5 の新規質問との関係性）



(W1.2) 水に関する以下の側面について、貴社の事業全体でどの程度の割合を
定期的に測定・モニタリングしていますか。

スコアリングの変更

全社的な水会計

新規列

新規行：スコア対象

：硝酸塩、リン酸塩、殺虫剤その他の有害物質の水域への排出

測定の頻度 測定の手法



(W1.2)水に関する以下の側面について、貴社の事業全体でどの程度の割合を
定期的に測定・モニタリングしていますか。

スコアリングの変更

全社的な水会計

認識レベル：
➢ 通常、26％以上の施設における測定を求めていますが、排水を100％第三者に送って処理している企業

（W1.2jにおける回答）については、[排水の水質 – 一般排水基準別]に対し[関連性なし]の回答でも満
点評価されるようになりました。

➢ W5.1a（検証）においても適用されます。

リーダーシップレベル：
評価の前提条件はMポイント

4点から5点へ強化。

2023年 マネジメント基準

前年の記述式回答評価から変更
（「測定の頻度」を確認）

2022年マネジメント基準 i)



(W1.2b) 貴社の事業全体で、取水、排水、消費した水の合計量、前報告年比、また今
後予測される変化についてご記載ください。

スコアリングの変更

全社的な水会計

新しい選択式回答の列

前報告年対比 5年間の予測 将来予測要因
の主な理由

総取水量

総排水量

総消費量



(W1.2b) 貴社の事業全体で、取水、排水、消費した水の合計量、前報告年比、また今
後予測される変化についてご記載ください。

スコアリングの変更

全社的な水会計

2023 認識基準

➢ 従来の記述式回答のマネジメント基準 ii)は、選択式になり
認識レベルに移行されました。

旧リーダーシ
ップ基準 ii)は
マネジメント

に移行

➢ 2023 マネジメント基準ⅲ）では、「将来予測の主な根拠」
の回答を求めるように変更されました。

2023年マネジメント基準

記述式回答の
スコアリング

を廃止

➢ 2023 マネジメント基準 ii）

「総消費量」の行と「総取水量」の
変化について。



(W1.2b) 貴社の事業全体で、取水、排水、消費した水の合計量、前報告年比、また今
後予測される変化についてご記載ください。

スコアリングの変更

全社的な水会計

2023 リーダーシップ基準

「将来5年の予測」欄を採点し、総取水量

の減少または安定を促すために、リーダ
ーシップレベルで新しい基準を導入。

(合併や買収予定には配慮）

評価の前提条件は強化されました
（M満点）



(W1.2d) 水ストレスのある地域から取水を行っていますか。また、その割合、前報
告年比、今後予測される変化はどのようなものですか。

スコアリングの変更

全社的な水会計

新しい選択式回答の列

前報告年対比 5年間の予測 将来予測要因
の主な理由



(W1.2d) 水ストレスのある地域から取水を行っていますか。また、その割合、前報
告年比、今後予測される変化はどのようなものですか。

スコアリングの変更

全社的な水会計

2023年マネジメント基準

WRI AqueductとWWF Water Risk Filter

については、その適用状況についての詳細説
明を求めないように変更されました。

（他のツールの場合は説明が必要、部分点）

基準ii)：新規欄「前報告年対比の主な理由」を
評価するために導入

基準iii)：新規欄「将来5年間の予測」と「将来
予測の主な理由」の欄を評価するために導入



(W1.2d) 水ストレスのある地域から取水を行っていますか。また、その割合、前報
告年比、今後予測される変化はどのようなものですか。

スコアリングの変更

全社的な水会計

Leadershipレベルで
新規に採点

➢ 水ストレス地域からの取水量を減らす、または
安定させるためのインセンティブとして、リー
ダーシップ基準を導入。

➢ 合併/買収については配慮されます。

2023 リーダーシップ基準

A-listの必須要件
とも連動

水ストレスのある地域からの取水量の
削減推進を推奨します

（ 前年度と比較して少ないか安定的であること）
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新しい質問

(W1.2k) 報告年度における、貴組織の硝酸塩、リン酸塩、農薬およびその他の
優先有害物質の水域への排出の詳細を記入してください。

全社的な水会計

➢ 新しい質問で、認識レベルまでの採点となります。
➢ 初年度なので、記述を含め回答しているかのみを評価し、前向きな情報開示を促しています

W1.2において、自社の排水に関連する水への排出物（硝酸塩、リン酸塩、農薬、その他の優先有害物質）を監視して
いると回答した場合、W1.2kに回答するよう求められる。
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新しい質問

(W1.4) 規制当局により有害と分類される物質を含んだ貴社製品はありますか。

有害物質

➢ マネジメントレベルまでのスコア採点。（Noが高評価）

➢ 企業は、自社の製品に有害物質が含まれているかどうかを把握し、積極的に減らすことが
奨励されています。

新しい質問

(W1.4a)規制当局により有害と分類される物質を含んだ貴社製品が売上に占める割合を教えてください。

➢ 新しい質問で、認識レベル
までの採点となる。

➢ 初年度のため軽微な扱い。

認識レベル
：”不明”以外
の%選択肢



バリューチェーン・エンゲージメント（W1.5 質問群）

変更後のカテゴリー

W1.1の質問との関連性を削
除し、すべての企業にW1.5

を尋ねるようにしました。

質問 変更点

W1.5 質問の変更
(2022 W1.4)

W1.5a 新しい質問

W1.5b 新しい質問

W1.5c 新しい質問

W1.5d 質問の変更
(2022年W1.4b)

W1.5e 質問の変更
(2022年W1.4c)

企業の直接的な事業活動だ
けでなく、サプライチェー
ンでの影響削減も含めた行

動を推進します。

水関連問題について、貴社のバリューチェーンと協働していますか。

水セキュリティへの影響に基づき、サプライヤーを評価していますか。

貴社サプライヤーは、貴社購買プロセスの一部として水関連要件を満たす必要はありますか。

貴社購買プロセスの一部としてサプライヤーが満たす必要がある水関連
要件と、実施している準拠方法を具体的にお答えください。

その他の水関連サプライヤーエンゲージメントの詳細をご説明ください。

顧客またはその他のバリューチェーン・パートナーとの水関連の協働があれば、
具体的にお答えください。



(W1.5)水関連問題について、貴社のバリューチェーンと協働していますか。

バリューチェーン・エンゲージメント

スコアリングの変更（2022 W1.4）

マネジメント基準

マネジメントの評価は、
すでにサプライヤーと協
働している企業、または
今後2年以内に協働する予
定がある企業 (部分点) が

対象です。

質問は、マネジメントレ
ベルまで採点されます。

Aリストの
必須条件と連動

その他のバリューチェーン
・パートナー（例：顧客）
は「情報開示」レベルのみ

の評価。
その後、W1.5eに進む



(W1.5a) 水セキュリティへの影響に基づき、サプライヤーを評価していますか。

バリューチェーン・エンゲージメント

新しい質問

認識レベルでの
評価

ハイライトされた選択肢のうち、2つ以上の選択、かつ
“実質的な影響を及ぼすと判断されたサプライヤーの割合”

において「不明」を除く回答について、
マネジメントレベル（基準 i） で評価されます。

（調達額以外に焦点を当てている）

ROUTE A)

Leadershipレベル
で評価

サプライヤーの水セキュリティへ
の影響を評価するために取られた

アプローチ（基準ii）と、
サプライヤーの影響を重大なもの
と見なすために使用された閾値

（基準iii）について、
記述説明をマネジメントレベルで

評価。

ROUTE B) (“いいえ、2年以内に…”)

の場合、マネジメントレベルの部分点対
象ですが、リーダーシップレベルは評価

されません。



(W1.5b) 貴社のサプライヤーは、貴社の購買プロセスの一環として、水関連の要件
を満たす必要がありますか。

バリューチェーン・エンゲージメント

新しい質問

リーダーシップレベル

マネジメントレベル

情報開示レベル

認識レベル

はい、水関連要件はサプライヤーとの契約に含まれています



(W1.5c) 貴社購買プロセスの一部としてサプライヤーが満たす必要がある水関連要件
と、実施している遵守の方法を具体的にお答えください。

バリューチェーン・エンゲージメント

新しい質問

マネジメント
基準 i) マネジメント

基準 ii)

“水関連要件”欄は、
「その他、具体的に説明
ください」以外の選択肢
について、認識レベルで

評価されます

1行のみ採点
（最良の回答）

認識、マネジメント基準

マネジメント基準 iii)

“水関連の要求事項をサプライヤーが

遵守しているかのモニタリング手法”



(W1.5c) 貴社購買プロセスの一部としてサプライヤーが満たす必要がある水関連要件
と、実施している遵守の方法を具体的にお答えください。

バリューチェーン・エンゲージメント

新しい質問

リーダーシップ
基準

リーダーシップ基準 i)

• 50％以上＝1ポイント
• 26～50％＝0.5ポイント

2つ(以上)の回答：リーダーシップ評価にて、企業がサプライヤーに対して
複数の水関連要件を報告するインセンティブを付加します。

1行を採点
（最良の回答。
基準i), ii)）



(W1.5d) その他の水関連のサプライヤーエンゲージメント活動の詳細を記入して
ください。

バリューチェーン・エンゲージメント

変更された質問（2022年W1.4b)
実質的な影響力を持つサプライヤーに焦点を当てるため、

「調達額全体に占める割合」から列を変更。 1行のみ採点
（最良の回答）

2023 マネジメント基準

基準が明確化され、成果の
“例”の説明を求める形に。

マネジメント基準

リーダーシップの採点
• 51％以上＝1ポイント

• 26～50％＝0.5ポイント

2023年の新しい質問W1.5bとW1.5cに対応し、
サプライヤーが求める水関連の要件に焦点を当

てるため、基準を簡略化。

リーダーシップ基準
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モジュール2：事業への影響

W2.1a

W2.2



(W2.1a) 貴社が経験した水関連の悪影響、それに対する貴社の対応、総合的な財務
上の影響について説明してください。

貴社事業への最近の影響

マネジメントレベルのスコアリングを変更 フォレストとの整合

2022 マネジメント基準

2022 基準i)とii)を1つにまとめ、明確化

影響規模の定量的な尺度が説明されるよう、
基準を強化。

例：・生産工場が10日間停止することとなった。
・売上の5％が失われた。

2023年マネジメント基準



(W2.2) 報告年において、貴社は水関連の規制違反を理由として罰金、法的命令、
その他の罰則を受けましたか。

順守への影響

全レベルでスコアリングを変更

水関連法規の遵守を促すために、
違反事項があることに対し評価を下げる

リーダーシップ基準を導入

2023 リーダーシップ基準

新しい質問構成に対応するため、「情報開示、
認識、マネジメント」の基準を再構成。

（採点方法は2022年と同様）
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モジュール3：手順
W3.1

W3.1a

W3.3a

W3.3b

W3.3c



(W3.1）貴社では、事業活動に関連し、水の生態系や人の健康に有害となりうる潜
在的水質汚染物質を、どのように特定、分類していますか。

汚染物質管理手順

新しい質問
（OG, FB, CH, EUの質問書では一部変更）

➢ W3.1＆W3.1aは、従来はセクター固有の質問でしたが、2023年からは一般質問項目になります。
➢ 以前は、該当セクター（OG、FB、CH、EU）のみマネジメントレベルまで採点されていた問題です。

2023年、この問題はリーダーシップレベルまで採点されます。

➢ 汚染物質は、化学的汚染物質である場合もあるが、エネルギー生成に伴う熱汚染など物理的なものもある。

水質汚染の可能性がある物：
無機系汚染物質
油
硝酸塩
リン酸塩
その他の栄養素や酸素要求性
汚染物質
農薬
その他の有機合成化合物
病原体
マイクロプラスチックやプラ
スチック小片
その他の物理的汚染物質



(W3.1）貴社では、事業活動に関連し、水の生態系や人の健康に有害となりうる潜
在的水質汚染物質を、どのように特定、分類していますか。

汚染物質管理手順

新しい質問（OG, FB, CH, EUの質問では一部変更）

企業が扱う物質や排出物の特性に関連
する潜在的な水質汚染物質を特定し、
分類するために実施されている方針/

プロセスに焦点を当てています。

企業は、汚染物質を特定するために使
用された基準/方法と指標を含めるよ

うに求めています。

水質汚染物質の特定と分類が行われて
いない場合、その計画を評価するため

に評価ルートBを追加。

潜在的な水質汚染物質のモニタリングと分類が、先導的
な行動となることを反映したL評価基準を導入。

2023 リーダーシップ基準



(W3.1a）事業活動に関連した中で、水の生態系や人間の健康に及ぶ潜在的水質汚染
物質の悪影響を、貴社でどのように最小限に抑えているか説明してください。

汚染物質管理手順

新しい質問
（OG, FB, CH, EUの質問では一部変更）

(基準 i) 第1列で特定され
た水質汚染物質の潜在的
な影響に関する記述。

(基準ii) 第4列で選択した
行動／手順が、特定され
た汚染物質のリスクをど
のように管理するかにつ

いての記述。

(基準 iii) 管理手順の成否
がどのように測定・評価

されるかの記述。

ルートB) （まだ手順策定中の場合）
計画された管理手順の詳細と
実施時期の記述に対して、
1/3のMポイントを付与。

マネジメント基準



(W3.1a）事業活動に関連した中で、水の生態系や人間の健康に及ぶ潜在的水質汚染
物質の悪影響を、貴社でどのように最小限に抑えているか説明してください。

汚染物質管理手順

新しい質問
（OG、FB、CH、EUは変更なし）

2023 リーダーシップ基準
W8.1bの水質汚染の目標に
ついて、クロスチェック

リーダーシップ基準

目標のカテゴリー 定量指標
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(W3.3a) 水関連のリスクの特定と評価の手続きとして最も当てはまるものを選択
してください。

リスクの特定と評価の手順

リーダーシップレベルのスコアリングを変更

基準i)を更新、
「人の健康へ
の影響」を直
接操業のリス
ク評価でカバ
ーすることを

要求。

サプライチェーン
全体でWASHサー
ビスへのアクセス

を確保する
（SDG6に対応）

2023年リーダーシップ基準
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(W3.3b) 貴社の直接操業やバリューチェーンの他の段階における水関連リスクを特
定、評価、対応するための組織のプロセスを説明してください。

リスクの特定と評価の手順

マネジメントレベルのスコアリングを変更

2023年マネジメント基準

マネジメントレベル
の新しい前提条件

基準i), ii)の明確化

旧基準のii)およ
びiii)を削除

W3.3aの「対象範囲」欄で「部分的」を選択した場合、ポイント獲得のためには、「リスク評価へのアプローチの根拠」
欄に、直接業務またはサプライチェーンの特定の要素をリスク評価から除外する理由の根拠を記載する必要がありま
す。 - 1ポイント
i) 質問W3.3aの[使用したツールと方法]欄でツールをどのように使用したか(対象範囲と使用方法を含む)が記載され、
[リスク評価で特定のアプローチを採用した根拠]欄で説明がされている - 1ポイント
ii) リスク評価の結果をどのように使って、[リスク対応に関する意思決定プロセス]欄に記載された社内の意思決定プ
ロセスを周知するかについて説明がされている(収集した情報をどのように使ってリスク管理に関する意思決定を行っ
ているかについての説明を含む) - 1ポイント



(W3.3c) 貴社が水関連のリスク評価を実施しないのはなぜですか。

リスクの特定と評価の手順

マネジメントレベルのスコアリングを変更。

2022 マネジメント基準 2023年 マネジメント基準

主な理由」欄で「今後2年以内にリスク評

価プロセスを導入する予定である」という
選択肢を選択した場合、「説明してくださ
い」欄で以下の内容を提供すると、最大
2/5ポイントが付与される：

i) 将来のリスク評価の範囲 AND

ii）いつ実施されるか

このルートでは、0/5ポイントになり
ます

マネジメント基準を削除 –

水関連のリスク評価がない企業
は、マネジメントポイントが
0/5になる。

以下も同一または類似の変更を適用（Mレベル）：
• W6.2c  (取締役会レベルにおける監督機能がない

会社)

• W8.1c (水関連の目標がない企業)

注：企業は、すべてのケースで「...

今後2年間に導入予定」の選択肢を

選択しても、認識ポイントでは満
点になります。
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モジュール4：リスクと機会

W4.2 

W4.2a 

W4.3a
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マネジメントレベル、リーダーシップレベルのスコアの修正

(W4.2/W4.2a)貴社の直接操業/バリューチェーンにおいて、事業に対し財務または戦
略面で重大な影響を及ぼす可能性があると特定されたリスクと、それへの貴社の対
応について、具体的に説明してください。

水関連のリスクと対応

基準i)および
iii)の明確化

2023年マネジメント基準

2023年リーダーシップ基準

旧リーダーシップ
基準i)をマネジメ
ントレベルに変更

基準ii)の
明確化

フォレスト
との整合

企業固有という要件は削除され、代わりに実施の時間軸を示しての説明を求める
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基準 i）の明確化

マネジメントレベル、リーダーシップレベルのスコアの修正

(W4.3a) 貴社の事業に財務面または戦略面で重大な影響を与える可能性のある、現
在実現しつつある機会の詳細を説明してください。

水関連の機会

マネジメント基準

リーダーシップ基準

旧リーダーシ
ップ基準 i)を
マネジメント
レベルに変更

旧マネジメント
基準ii)を削除

リーダーシップポ
イント獲得のため
には、フルマネジ
メントポイントが
必要になりました
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モジュール6：ガバナンス
W6.1

W6.1a 

W6.2a 

W6.2b 

W6.3

W6.4a



水に関する方針
(W6.1) 貴社には水に関する方針がありますか。
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スコアリングの変更

リーダーシップレベルの評価基準をマネジメントレベルに移行（リーダーシップの採点無し）

フォレスト
との整合

➢ 2023年にマネジメントポイントで評価されるためには、企業は「水の方針を文書化し公開している」
ことを報告する必要があります。

(W6.1a) 水に関する方針の範囲と内容を最もよく表している選択肢を選んでください。

スコアリングの変更
認識基準

W6.1aの認識レベルにおいて、水に
関する方針を促す要件(W6.1回答)を

新設
→ 方針の公開がマネジメントレベ
ル以上の評価の前提となります。



マネジメント基準

リーダーシップ基準

水に関する方針
(W6.1a) 貴社の水に関する方針の範囲と内容を最もよく表している選択肢を
選んでください。

スコアリングの変更

マネジメントレベルにあった
記述式回答の要件は削除

2023年に追加された新しい選択
項目に合わせてリーダーシップ
レベルで評価される項目を更新

基準i)に新しい
選択肢を導入

ii) An explanation of how the policy is applicable company-wide in column 'Please 

explain' AND, An overview of the policy content selected in 'Content' column - 2 points



取締役の監視
(W6.2a)取締役会における水関連問題の責任者の職位をお答えください（個人名
は含めない）。

スコアリングの変更 - マネジメント＆リーダーシップレベル

マネジメント基準

リーダーシップ基準

従来のリーダーシップ基
準をマネジメント基準に

置き換え。

（個人の水に関する責任
についての記述評価は

削除）

Leadershipレベルでは採
点されなくなります



取締役会の監視
(W6.2b) 水に関連する問題に対する取締役会の監督について、詳細を説明して
下さい。

スコアリングの変更 - マネジメント＆リーダーシップレベル

新しい前提基準を導入し、「戦略の審議と指導」 が

ガバナンスの仕組みの一部として統合されていること
を要求。

Leadershipレベルでは採点
されなくなります

マネジメント基準

3つ以上のガバナンスの仕組みに水関連の課題を
組み込むことを促す新しいマネジメント基準



スコアリングの変更（マネジメント、リーダーシップ）

(W6.3) 水関連問題に責任を持つ最高経営レベルの役職または委員会を示してくださ
い（個人名は含めない）。

経営責任

基準i）C-suiteの

役員を選定するこ
と

(旧リーダーシッ
プ基準 i)

基準ii)  3つ以上の水

に関する責任を選択
すること
(新基準)

基準ⅲ）四半期ごと
(以上)の取締役会へ

の報告頻度
(旧リーダーシップ

基準 ii)

2022 記述式回答の
スコアリングを削除

リーダーシップ基準
をマネジメント基準

に移行



スコアリングの変更

(W6.3) 水関連問題に責任を持つ最高経営レベルの役職または委員会を示してくださ
い（個人名は含めない）。

経営責任

リーダーシップ基準

(W6.3)管理責任 (W6.2b) ガバナンス・メカニズム

水関連の管理責任と水関連問題の取締役会レベルの監督と
の連携を奨励するために、リーダーシップレベルの基準を

改訂（質問W6.2bと対比）。
関連するすべての選択項目が条件を満たす際に、
Leadershipポイントを獲得することができます。

基準の全容については、スコアリングメソドロジーをご参照ください。

質問W6.2bにて、対応する選択をする必要あり



従業員インセンティブ
(W6.4a) 水関連問題の管理に関して、経営幹部レベル役員または取締役にどのよ
うなインセンティブを付与していますか（個人名は含めない）。

変更：スコアリング - マネジメントレベル、リーダーシップレベル

(※すべての回答行が表示されているわけではありません)

旧リーダーシップ
基準i)をマネジメン
トレベルに移動

旧マネジメント基準 i)

（記述説明）を削除

（新規）パフォーマンス指
標が、コミットメントの進
捗状況にどのように関連し

ているかの説明を
マネジメントレベルで採点

基準iii)は、新しい列が追加
されたことにより強化

「金銭的報酬」行
のみマネジメント
レベルで評価。
（フォレスト質問

書に整合）

マネジメント基準



従業員インセンティブ

(W6.4a) 水関連問題の管理に関して、経営幹部レベル役員または取締役にどのよ
うなインセンティブを付与していますか（個人名は含めない）。

変更：マネジメントレベル、リーダーシップレベルのスコアリング

リーダーシップ基準

W6.2bの「従業員へのインセンティブの
提供」に関し、取締役会レベルの監督を
確認するためのクロスチェック項目

旧 リーダーシップ基準 iii) パフォーマンス指標と
インセンティブとの関連性を要求する基準を削除

2023年追加の新しい
選択項目に合わせて更新
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モジュール7：事業戦略
W7.5
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マネジメントレベルのスコアリングを変更

W7.5 貴社が現在製造や提供をしている製品やサービスのうち、水への影響を少な
く抑えているものはありますか。

製品・サービス

バリューチェーンの生産段階や使用段階において、製品の水への影響を低減することは、水の安全な未来への移行を早めることになります。

マネジメント基準

「製品やサービスを水への影響が低いものとして分類するため
に使用する定義」について説明を求める基準
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モジュール8：目標
W8.1a

W8.1b



水関連目標
W8.1a 水質汚染、取水量、WASH、その他水に関するカテゴリーに関連する目標
を設定しているかどうかを示してください。
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新しい質問：情報開示、認識、マネジメント、リーダーシップ
の各レベルで採点。

全レベルで新問題を採点

リーダーシップの採点には、目標カテゴ
リーの一貫性を確保するために、W8.1b 

(目標の詳細を報告する質問)とのクロス
チェックが含まれます。

この新しい質問では、以下3つのカテゴリーすべてで目標を設
定することを促すために、基準が導入されました

：水質汚染、取水量、WASHサービス

リーダーシップ基準

マネジメント基準



水関連目標
W8.1b 水に関する目標とその進捗状況を詳しく説明してください。
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軽微な変更
(2022 W8.1a）

新しい列とその名称に対応するため、
マネジメント基準の前提条件を修正

目標の基準年に対する進捗を評価するため
リーダーシップ基準 i)を修正
（フォレストとの整合）

マネジメント基準

リーダーシップ基準

質問構成の変更に伴い、
回答時の選択と一貫する目標説明を求める

従来のマネジメント基準 i)を削除 。
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モジュール9：検証
W9.1

W9.1a
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W9.1、W9.1aを新たにマネジメントレベルで評価

(W9.1) CDP情報開示で報告された、他の水情報を検証していますか （W5.1aで挙げていないもの） 。

水情報の検証

(W9.1a) CDP情報開示のうち、どのデータポイントが検証され、どの基準が用いられました
か。

マネジメントレベルま
でで評価されるように

なりました。

W4.1でリスクのある施
設を報告していない
（従ってW5.1aの検証
質問が表示されない）
企業には、その他の水
関連情報の検証につい
て、マネジメントレベ
ルで評価される機会が
与えられています。

1/1 pt

0/0 pt

M:1点
W5.1aで検証が既に報告されて
いる場合は、本項にて検証を報
告していなくても減点の対象と

はならない。
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